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1. 本 意志は ､物 一性物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ
の 石井究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 し あ い ､ ま た ､ 研 究 に 関 連 した
一情 報 を速 や か に 交 換 し あ うこ と を 目白勺と して , 毎 月 1回 編 集 ･
rl 干rj行 さ れ ま す ｡ 掲 載 内 容 は ､ 研 究 論 文 ､ 石井究 会･･国 際 食 言義を ど
の 報 告 ､ 言草義 ノ ー ト､ 石井究 に関 連 した 言者問 題 につ い て の 意 見 ､
十青報 な どてもす 0
2. 本 言志に掲 載 さ れ る論 文 につ い て は ､ 原 則 と して 審 査 は 行 な い
ませ ん O 但 し､ 編 集 者 が本 書志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と
認 め た も の に つ い て は ､ 改 言丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 絶 す る こ
と カ甘あ り ま す O
3. 本 言志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 言志に 引 用 す る と き は ､ 著 者 の 承
諾 を得 た 上 で Privatecommunication扱 い に して 下 さ い ｡
投 稿 規 定
1 . 雑言志のペ ー ジ数 を節 約 す る た め 原 稿 は極 力 簡 弓常 に お 書 き 下 さ
し ○ヽ′
2. 原 稿 は 4 00字 詰 原 稿 用 紙 を使 用 して 下 さ い ｡
3. 数 式 ､ 言己号 の 書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 定 に
準 じ､ ミス プ リ ン トカぎ生 じ を い よ う に適 当 を処 置 を と っ て 下 さ
しヽO
｣ニッ キ ､ 下 ツ キ は特 に給 わ しい も の の み を才旨走 して 下 さ い ○
英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャの 手旨走 を 忘 れ な い よ う に ､ O と a
と 0(ゼ ロ )､T と nと r､C と e､1(エ )I,)と 1(イ チ )､X と ×
(カ ケ ル )､u と V等 が 一 番 聞 達 い や す い ｡
4. 数 式 は 3行 に わ た っ て 大 き く書 い て 下 さ い ｡
5. 1行 以 内 に お さ ま ら な い 可 青t5.㌢t生の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行
の 際 の 切 れ 目 を赤 で才旨ち宣 して 下 さ い ｡
6. 図 の 縮 尺 ､ 拡 大 は 致 しま せ ん ｡ 1頁 以 内 に 人 ら を い 図 は原 貝U
と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ま す ｡
7. 授 精 後 の 原 稿 の 訂 正 は で き る だ け さ け る よ う に して 下 さ い ｡
8. 別 刷 は 原 則 と して 作 り ま せ ん ｡ ど う して も別 刷 が 入 用 な場 合
は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さ い ｡ 別 刷 代
は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ま す ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん ｡)
p :物 研 出 来 ｣ニり真 数
Ⅹ :別 席IJ所 要 普tS数
a :別 刷 1頁 の 代 金 3円
b :製 本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円
別 刷 代 ;-(ap十 b)x+ 送 料
別 刷 代 金 は 別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に納 め て 下 か い｡
そ れ よ り遅 れ た 場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を言責求 さ れ る こ と が あ り ま
す か ら､ 御 注 意 下 さ い ｡
9. 原 稿 締 切 日 は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発 行 言志に掲 載 さ れ ま
す o
1 ｣
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〔広島大 ･理 ･西川研 〕
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阪大理学部助教授から阪大 ･教養教授-昇任 (47年 3月)
○広島大 ･理
川村 清 氏 4月 1日より東大 ･理 ･久保研 一 広大 ･理 ･物性学科
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医学部長 三 辺 謙
〒223 横浜市港北区日吉町665
慶応義塾大学物理学教室 岡 ′ト 天




所 長 牧 二 郎
昭和47年度後期の基研研究計画及びアトム型研究員を下記のように募集致します｡長















を行 うもので,普通年 1- 2回研究会を行っている｡ )
































3ケ月各1人, 1ケ月半2人, 1ケ月28人, 20日2人,2週間1人でした｡)
C 新しい型の研究計画
研究部員会議の議論とふまえて,従来の研究計画の枠にとらわれない計画に別枠の
予算を用意致しますので御応募下さい｡第 55回研究部員会議 (1972年 3月)義
事録,議題 7参照, (物性研究 本号83頁 ))
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第 55回 研 究 部 員 会 議





















































福田礼次郎 (東 大 .理 ) S･46.ll. 8 - S.46.ll.22
尾 立 晋祥 (東理大 ･理工 ) ′/ ll. 6 - 〝 12. 5
金 一 東 /12. 1 - S.47. 2.29
矢 崎 茂 夫 (東 大･教養 ) 〝12. 3 - S･46.12.25
大槻昭一郎 (九 大 ･理 ) S･47. 1.14 - S.47. 2. 3
長谷川正之 (東北大 ･理 ) // 1_24 - // 2. 2
/′ 2.28 ′- // 3. 8
稲 見 武 夫 (東 大･教養 ) 〝 1.26 - 〝 2.25
太 田 浩 一 ( 〝 〝 ) 〝 2. 7 - ′′ 3. 7
永 井 克 彦 ( ′/ 〝 ) ′/ 2.13 - 〝 3.12
川 島 博 光 (立 大･埋 ) 〝 2.15 一 〝 3.14
谷村はるか ( / /) / 3. 1 - // 3.31
0外国人招聴
V.P･Shelest(キェフ理論物理学研究所 ) S.47.1. 1- S･47 1.31
A･ Bregman S.47, 1. 1- S･47. 6.30
N.C.McKe唱ie(英国王立協会奨励研究員 ) S･45.12.16- S.47.12.15








古市 (議長 ): 次期所長について運営委員会の決定に異論がなければ承認されたものとしたい｡









来年度は物性,核物理関係の国際会議があることだし,早 く基研の枠の可能性が知 りたかったが.まだわからない｡ 3月
8日に私と物性研所長とで文部省に折衝に行くことになっている｡




小川 : 使いに くい制度になっていると.結局使い残すことになり,予算の増額要求にマイナスになるのではないか｡










































素粒子,原子核関係 (改選 10名 )
沢 田 昭 二 (名 大 ･理 ) 菅野,藤臥 河原林の3氏が同得票数だったのでくじびきの結果,
田 中 正 (京 大 ･W) 左記のように決った｡
坂 東 弘 治 (福井大 ･工 )
樋 浦 順 (北 大 ･理 )
野 田 二次男 (九 大 ･//)
平 野 雅 量 (北 大 ･〝)
宮 沢 弘 成 (東 大 ･〝)
森 田 正 人 (阪 大 ･〝)
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菅 野 礼 司 (阪市大 ･理 )
藤 田 純 一 (東散大 ･〝)
以上 10名
次点 1.河 環 林 研 (東 大 ･教養 )
2.高 木 富士夫 (東北大 ･理 )



















次点 1.鈴 木 英 雄 (早 大 ･理工 )
2, 小 野 周 (東 大 ･教養 )
3.豊 沢 豊 ( / ･物性研 )
5.基研の校費,旅費について


































佐田 : 運営委員会ではア トム型研究員は研究計画の検討はせずに選考しているが出張型もそれでよいかO




る｡今度の場合は ｢基研の研究員としてA大学からB大学に行 く必要がある｣とい うことがはっきりしているかどうかで判
断することになるだろう｡
山田 : 受け入れ畠側が受け入れたい理由を書 くべきだ｡
原 : 前回からこの制度には葡戎できなかったが,従来のア トムの場合基研に来ることだけで,基研にプラスする面がある｡今
度の場合どういう根拠で選考するのか｡
敬 : 基研 とは直接的なコンタクトがなくて耳 ,間接的にどうF-/｣係するかだろう｡





敬 : 主観が入るが.現在のアトムが始まったときは20-30万円の予算で発足 したCはじめは P.R.不足だったが,実際来
られた人に意見を闘いたりして発展させてきた｡そろそろこれまでの経験をまとめてみる時期にきていると患 うO
-方今年度はア トム型に去年以上の額壮使えないと思 う｡150万円のうち 10-20%が出張型にまわせる限度だと思
う｡


































益川 : 枠をゆるめるにしてもむやみにゆるめると全体がぼやけたものになってしまうo新しいシステムを作らないと解決 したこ
とにならない｡









栗山 : 地方大学の問題等を研究者 レベ′レでどうとらえるか,問題が捷起されてきた背景を考えて議論してほしい｡
田中 : 基研を使 うということは共同利用のシステムを使うということO新しい制度は一般論から要求されたときは注意して討論
する必要がある｡具体わな捷案を次々に出してもらって,それを十分検討して実施してみて考えていく｡
松本 : Ⅹ一研究部門というような枠をきめてそれについては型 を限定しないで申し出ることができるものを設けてはどうか｡

















勝木 : 就職難が深刻になり地方に若い人がくるようになる前から,長い間地方の大学作りに努力してきた人々の間からこうい う
要求は出ている｡
古市 : 牧氏の言われた線でいきたい｡具体的に研究部員等がよく宣伝して趣 旨を徹底させるようにしていただきたい0
8.昭和47年度前期研究計画捷案
夫 々の研究計画について提案説明が行われ質議が行われた｡その後予算額 と要求額が以下のように提示 され
素 粒 子 関 係 座長 磯
二88-
原 子 核 関 係 座長 栗 山




所 員 自 由 研 究 費
旅 費 付 談 話 会
職 員 研 修
ア ト ム 型 研 究 員
昭和47年度前期研究計画予算










うち前期予算 270万円 × ㌔ - 180万円
○研究計画応募,要求額
研 窄 員 等 旅 費 592.2- 597.2万円
校 費 計 算 費 137.5万円








短期の 1. Xaon のもっ弱い相互作用 〝は,内容的にモレキュー′レ4･の 新 しい相互作用の可能性pに含まれるので･
そちら-持参金っきで入るなら援助する｡ということだったので額は決めていない｡
夏の学校に出すかどうかはここで議論 してほしい｡採 り上げた分については0.6倍 した額にケースごとに回数 ,人数等 を
考えて多少上づみ分を復活して変更を加えたO
長岡 : 物性では





栗山 : 原子核ではどの計画 も学問的意義は認められるので要求額に 0.6をかけた金額に少し調整を加えた｡
○短期の2.〝3体問題 〝は参加予定者が北に偏っているので基研以外の場所で研究会を開くことを考えている｡








夏の学校の意義は認められるし,基研か ら援助 しても悪 くないということだった｡
栗山 : 原子核関係は意義は認めてお り.校費は出せなくはないという意見だった｡しかし三者の提案であるのに素粒子の説明し
かなく資料不足だ｡
山田 : 三者,物性ともほぼ同規模の学校だ｡素粒子では科研費で-30万円出すこと1こなってお り事情は違 うが,両方出てくると
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昭 和 4-7年 度 前 期 研 究 計 画 決 定 一 覧 ( )は要求額
フ一 ､- ~マ 世 話 人 旅 費 校 費 研 究 会 等開催予定時期 備 考
長期 】_弱い相互作用と核構造2.物質の新形態 基本粒千 高橋耕土,藤田純一.大坪久夫森田正人武谷三男. 本陽 万円20 (30ー5 5) 万円30(30)(計算費 )プレプリントα (127謂(謂 or1月H6月,9月,11月 研究会 (15 JN-%打合せ会 2-3匝l
節究′計画 3.UrbarVon Rearrpn-gementと素粒子反応4dualiy と対称性5素粒子の模型と構造 松岡武夫.井町昌弘,坂寮昌子_秋葉巴也,細田 孝 山田雅夫位田正邦大貫義郎 鈴木恒雄.牧 二郎益川敏英 松本賢一 30 (40)5 報告書 β E3 Sプレプ リン ト保留
小 計 135(195) 30+♂(30+α+β)
1.Kaonのもつ弱い相互作用 宮崎 思.高杉英一 o(30.2) 0(30) 6-9月のいつか 参加者約 40人
短 2.三体問題 尾立晋禅,笹川辰弥 14 (23) 7月以降
期 3.ⅠnclusiVeReactir)∩4Leptonをprobと しキhadr の構造の研究 - 原 康夫.木下紀正,菅原寛孝高橋嘉右班:幡 武 柴崎一郎.小林 誠牲川 章.牟甲泰三鈴木増雄 川 辰夫 山崎義武蔵元由紀 25 (35) 6-7月中旬9月上旬研 5.相転移の統計力学 25 (3~0) 6月下旬 ′′ 約 25人
究 6.量子液体と量子固体の理論 宗田敏雄,大兄哲巨∴生井沢寛 20 (30) 6月 ′′ 約 25人
計 7.申重核の集団運動 丸森寿夫,村岡光男.山村正俊 25(2537) 9月上or中旬 ′ ~約25人
画 8.分子結晶における相転 中村 伝,千原秀昭,伊藤光男 o(30)40 5 7月頃8/虐1.9^ .8/2 ′ 約30人8移と分子運動 .9Electrot一Sin 星野禎男 中野藤生.山本常信片岡洋右遠藤裕久.田中 実 松田博嗣 (計算費)
DisorderedSystems 米沢富美子,渡部三雄 or9/ll- 13
288.2174 793 o(30)
6.3.4体問題と核力 田中 -.樋浦 順 ,赤石義紀酒井源樹 22.5(22.5)
小 計 53 ( 79) 7.5(7.5)
夏 1.′72年物性若手夏の 市川泰丸,本村良祐,三宅和正 5 (20) 5 .(20) 7,48-8/1 参加者約350人
校 黒田正明 (印刷費 ) 一週間











原 : 物性の計画をみると講師謝礼 15万円,原稿料 5万円となっている｡講師は無料奉仕することにしてこれを削ったらよい｡
附置研のスタッフは,その附置された大学で教える代 りに夏の学校等で奉仕せよ｡





原 : 若手はできるだけ自分の力でやれということ｡5000円の原稿料でよい原稿を書けとい うのはおかしい｡旅費で赤字が
出なければ誰でも行くと思う｡
牧 : 奉賀帳の筆頭 という話があったが,その金額はどれ くらいと思っておられるかO三者ではここで出ないときは研究室でカ
ンパという声があった｡参考にしたい.




























中野 : 三者は校費5万円,物性は旅費 5万円とし.夫々の側で議論 し次回再提案の道は残してお くことにする｡
(議長)
〔Kaonのもつ弱い相互作用について 〕

















岩崎 : 世話人がここにいないので議論しにくい｡今後世話人に2日目も出席 していただくようにしてはどうか｡
中野 : Kaonは再提案ということにするo


















キェフは トリノ大学.マイアミ大学,アンリポアンカレ研究所 とも交流しており,マックスブランク研究所 とも交流しようと
しているQ
資 料 参 照
最近Sbelest氏からソ連では連邦アカデミー の意見で,日本の関係機関として日本学術会議以外に学士院と学術振興会を






牧 : そ ういう具体的な問題はまだ藩論していないが,滞在費は向うもち,旅費はこちらもちということらしい｡
山口: こういう問題で困るのはいつもお金のことだ｡さしあたっては学振にたのむことになるのだろうが,万博記念事業という
のがあり.学術交流に使 う可能性があるので,-3なぎの措置として.こ.のケースにも使えないか｡
山田 : 日英の間には学術会議及び学士院とRoyallsocietyとの間に協定があるが.実施面は学振がうけもっている｡今度 もや
るkLでも学振との話し合いが必要になるだろう｡
牧 : 研究者がControlできる状態でないと困る. 学坂では.急に今年から米国派遣の制度を発足させたが,第-年度は米国
派遣 に応募するか否かを,英国派遣に応募した人だけに問合せてきたとい うことである｡公平にやってもらわないと困る｡




牧 : 政府か らIAEAには出しているが,特に トリエステに,という風には出していない｡
山口: IAEAのお金はいろいろのことに使われるのでトリエステには少ししか来ない｡サラムの手紙は IAEAを通さないお
金をキープしてはしいということだろう｡
牧 : 科学技術庁などではまずその点でひっかかる｡ IAEAの分担金をこれだけはらっているではないかというだろう｡サラム
氏の希望は, IAEAを通さないfundをこちらに用意 し.それによって人を推薦 してくれということ｡
湯川 : 外務省のJapanFundというのはどういうものか｡







小川 : この計画を進めることに賛成,窓口の一つとして学振のようなところを通 してやるのはよいと思 うが,研究所の意向が尊
重されることを特に留意 していただきたい｡






牧 : 前回の研究部員会議以後.充実計画小委員会 (高木,確井,松田,位田.牧 )を2度開き.自由討論をしたが,次のよう
な問題点が論じられた｡
1. 研究員等旅費の使い方の方針として,研究会に重点をお くか,ア トム型的なものに力点をお くかは基研の性格,理念 と
も関係 し,より具体的には固有部門や客員部門の在り方の問題でもある｡
今後この間題をどう考えていくか｡


















山田 : 一般に研究者の牢員増に重点をおいて考 えがちだが･それだけでなく研究を助ける人員のことを充分考えて要求してほし
レヽ○
牧 : 事務系職員の増員については親局から大学本部 を通しての要求以外に.共同利用研究所長懇談会からも文部省に要求して
いる｡文部省は昨年 10月の研究所長会藤倉同部会では共同利用研究所についてはきめ細かく配慮するとのことだった.
12. 原子核将来計画について







高エネルギー5名. 理論1名, 高エネ′レギー関係の理論 1名. 低エネルギー核実験 1名






昨年 12月 1日に運営委員会が発足し.KBJが解散 した｡
湯川: 核物理研究センターは共同利用研究所になる見通しがあるのか｡
高木 : そのように努力してい る｡
山口 : 低エネルギーは核物理センターの次の計画の話をしているが,高エネルギーも筑波がまがりな りにも発足した現在..次の
計画のことを考えるべきだ｡現在の計画にほとんど関与しなかった若い層に頑張ってほしい｡
13. そ の 他






大貫 : 私立大学には.特にいじわるをするということではないが,別刷代は払わない｡ゼロックスはない･とい うところがある
のは事実である｡
牧 ･. 別刷代は昔は科研費で払っていたが,42年度から廃止した｡それを条件つきで復活することは考えてよい｡










永田 : 根本的解決と個別の現実的解決とに関連して,OD問額で院生と討論すると, n昔も皆がんばった｡今の若い者も頑張れb
という年寄 り論を今昔不易論と批判している｡現在の 0･D･間頓は政府の現在の科学技術政策のゆがみの結果としてでてき

















議 長 牧 二郎
出席者 湯川秀樹,田中 -,山口寡夫.大貫義郎,小川修三,森 肇,小林 稔.井上 健･
松原武生.碓井恒丸.高木修二.松田博嗣,玉垣良三,位田正邦
欠席者 久保亮五 (外国出張中)
中嶋貞雄 ( / )















編 集 後 記
今月号の編集会議は,約三年ぶり,元編集長のYさん以来の女性(事務を手伝って下さ
っている人 )をまじえ,なごやかな雰囲気の中で行なわれました｡
今回の会議で,昨年 vol16,No.2, 3で行いました ｢化学反応特集｣に続いて,境界






風 薫る頃,京都の山々は新緑が一段 とあざやかです｡ 't風ひかる"とは春の風, "風か
おる "とは初夏の風との由,微妙な感覚Fi日本人特有のものでしょうかO 自然現象の中に
法則を兄い出すことも又,非常に繊細な感覚ではないでしょうかO (TO･)
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5月 号 の 掲 示板
負 寡
当研究室では,助手 1名 を下記の要領 で公募致 します｡
公 募 人 員 助手 1名
専 門 分 野 物性理論
着 任 時 期 昭和 47年 8月 1日
任 期 5±2年
提 出 書 類 履歴書,業績 リス ト及 び研究歴,重な論文 リス ト
今後の研究計画,推薦状
公募締切 日 昭和 47年 7月 1日
あ て 先 112 東京都文京区大塚 3の 29の 1
東京教育大学理学部物理学教室
宗 田 敏 雄
学内事情によ り大変急いでお りますので,御関係 の方 々の御推薦,御応





沢 田 克 .郎
高 野 文 彦
小 寺 武 康
宗 田 敏 雄
大 沢 健 郎
高 田 慧
東京教育大学理学部物理学教室
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